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表1一般勤労雛帯と被保謝労者世帯の費目別の擁（5・年〉厨数讐糠題皇
（東京都1人出

一般勤労者世帯． 被保護 格 差

総1聾「帯 刻ll階層
勤労者

平均A
第1・7
分位　B

第II・7
分位　C

一IIF2帯D DIA
D／B

DIC

円
！∫ ll 1［」 ％ ％ ％

シ削1改出 49，818 25，439 32，905 30，623 61．5 120．4 93．1

食料費 15，227 11，917 13，394 14，102 92．6 118．3 105．3

住居費 5，620 2，536 3，593 3，692 65．7 145．6 102．8

光熱費 1，737 1，385 1535
1，200 69．1 86．6 78．2

被服費 5，114 1，733 2，620 3，057 59．8 176．4 116．7

雑　　費 22，119 7，867 11，763 8，572 38．8 工09．0 72．9

（資判）　　股勤労者IEI帯は、束京都’fl11分餌1周査（各年暦年）、
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生活と福祉ファイル

愈定期購読者の方はぜひご利用ください
⇔本誌24冊分（2年分）を1冊に、原型
　をそこなわずに合本、保存できます
◆定価500円・〒サービス。代金を添え
　てお申込みください

全国社会福祉協議会・出版部
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褒2　昭和52年度生活保護基準の改定概要 （1級地）

第　32　次
／51年4月1ED

米価補正
（51q9月1日）

第　33　次
（52年4月1日）

摘　　　要

円 円 円

1．生活扶助暴準
〔基準生活費〕 （標準4／V世イ骸U阜額）

ほ）居宅（1類＋2類〉 1級地　　95，114円

標準4人世帯 84，321 84，961 95，114 2〃　　86，533円
（2）期末一時扶助費 L5レ12　11 L51・12・1） （52・12・1） 3　μ　　7呂，DO3円

居　　　　　宅 6，500 6，500 7，330 4　”　　69，420円
収　　　　　容 2，330 2，330 2，630

〔収容保謹基準〕
〔1）救　護　施　設 27，180 27，340 30，660

（2）　更　生　施　設 28｝790 28，960 32，480

〔加　　算　　　等〕
〔1）　妊　産　婦　加　算

妊娠6ヶ月米満 4，370 4，400 4，930

妊娠6ケ月以上 6，570 6，620 7，410
産　　　　　　婦 4，060 4，090 4，580

（2〉　老　齢　加　算
70　歳　　以　　」二 8，500 8，500 9，700
68歳以 1・70歳未満の病弱者 6，500 6，500 7，300

（3）　亘耳　予　力rI　算 11，000 11，000 12，600

児〔ヒ㌧が2人の揚合に加える額 880 880
1，010

児fドーが3人以 E1人を増すごとに加、とる額 440 440 500

（4）障　電　者　加　算
障1、辱等級衷（1級・2級） 13，000 13，000 14，600

障警鴬級衰　　3級 8，500 8，500 9，700
．1喰度障冨者家族介護料 6｝340 6，340

6p340

介　護　加　算 4，00q
47000 5，000

介　　　護　　　料 26，000円以内 26，000円以内 28，0001q以内
（5）　府宅患者加算 6，330 6，330 7，140
⑥　放射線障轡者加算 〔50・エD・1改正｝ （50・10・1改丑二） 〔5卜10・1改【E）

魚傷丈は疾病の状態にある者 7，500 7，500 13，500
負傷又は庚病の状態に該当しなくなった者 3，750 3，750 6，750

（7）　多　ヂ養育加算 5，000 5，000 5，000
〔8）　人　工栄　養　費 5，680 5，680 6，410
（9）　入院患者日用品費 11，000円以内 11，000円以内 12，410円以内
（1①　　　時　扶　助　費

布団類　新規 13，0001q以内 13，000円以内 15，000円以内
再生 8pOOO　　’ 8，000　　’ 9，000　　’

蚊　　　　　帳 4，000　　〃 4，000　〃 4，000　　’

　　　　　繍懲／
新生児等被服
おむつ　響．濯論翻

〔11）　入　ρ　準　備　金
ノ】・　　一∫＝　　校

9，000　屍

5，500　〃

10，GOO　〃

22，000円以内

9，000　’

5，500　’

10，000　A

22，000円以内

12，000　　’
20，000　　戸
6，500

10，000　　7
15，000　　’

23，0001q以内

◎現翁基準を改ll雀し…
般フ隅［、と特別ヲ1騨、ク）二

1×分とする。
◎新琶．児と常時失禁患者

フ）二区分とし、でil時失

禁患者の額を改臨する。

中　　　学　　　校 26，000 26，000 27，000　　戸

2．教育扶助基準
小　　　学　　　校 1，110 1，110 1，190 ◎ユ 脳【・額のほか学校給食

中　　　学　　　校 2，240 2，240 2，400 費通学のための交通費、

3．住宅扶助基準
　11）　家賃　・間代等 5，500円以内 5，500円以内

■
9
， 000il1以内

クラブ活動に要する用
具類等については実費

（2）住　宅　維　持　費 支諭を行う。

一　　般　軽愚　準 55，00011」以内 55，0001ト」以内 55，000円以内
特　別　基　準 90，000　　旺 90，000　　r 9G，000　　〃

4．医療扶助基準 ◎国民健康保険ク）診療ノノ

5．出産扶助基準 針、診療報酬の例によ

一　般　基　準 43，000円以内 43，00011」以内 53，000円以内 よる。

特　別　基　準 55，000　　’ 55，000　　’ 68，000　A

衛生材料費 1，200　　’ 17200　　’ 3，000　　‘

6．生業扶助基準
〔1）　生　業　費 30，000Fj以内 30，000PJ以内 30，000円以内
（2）技能修得費

一般基準 15，000　　’ 15，000　’ 25，000　μ

特別基準 30，000　　’ 30，000　　’ 50，000　　曜
（3）就職支度費 20，000　　’ 2D，000　再 20，000　醒

7．葬祭扶助基準
大　　　　　　入 44，000円以内 44，000円以内 62，000円以内
！」・　　　　　　人 35，200　’ 35，200　疋 49，600　’

8．勤労控除等
に）業種別基礎控除
（1〉の職種（内職等〉 107150

10，180 11，450
◎稼動日数か21 ］以1て

一定額以」．の収人を得’

（2〉の職種（日雇等〉 13，520 13，590 15，260 ている場合は、収入に
（3）の職種（土工等） 177010

17，120 19，190 応じて‘

（2）　特別　控　除 69，200円以内 69，200円以内 78，100円以内 る。

（3）新規就労控除 4，000　　11」 4，000　　円 4，DOO　　円
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◎社会保険i…1、組合費、
通勤費等
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　が近の服g　れ校
　行霧客費○雇響傘
　わ佃1とおO奉上時
　れ動そむQ準げの

個人消費支出の伸び率

人口の紳び率

13。7％

1．O％
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3
4
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表5 最低生活保障水準の具体的事例

標　尊、　4　人　iii 母　子　3　人　世　帯
35歳男（日雇）・30歳女（無職）・9歳1乃（小3）・4歳女 30歳女（無職）・9歳男（小3）・4歳女

昭和51年度（当初） 昭相52年度 昭和51年度（当初〉 昭和52年度

1級地 4　級地 1級地 4級地 1級地 4級地 1級地 4　級地

生　　活　　扶　　助
　　　　　（　　　　　第　1　類
　　　　　第　2　類

84，321円
65，740

18，581

61、559「1J

47，990

13，569

95．114111

74，150

20，964

69，420円
54，120

15，300

生　　1ブ㌔　　扶　　助

　　　　　（　　　　　第　1　類
　　　　　第　2　類
母　　子　　加　　算

62，575円
45，880

16，695

11，88D

45，681円
33，490

12，191

11，880

70，583円
51，750

18，833

13，610

51，524円
37，770

13，754

13，610

教　　育　　1，1、　　助 1，110 1，110 1，190 1，190 教　　育　　扶　　助 1，110 1，110 1，190 1，190

　　　　　　（特別基準）
住宅扶助　　　　　　一般棊準

（21，300）

　5，500

（18，400）

　2，300

（24，900）

　9，000

（18，800）

　3，200

　　　　　（特別基準）
住宅扶助　　　　　　一般基準

（21，300）

　5，500

（18，400）

　2，300

（24，900〉

　9，000

（18，800）

　3，200

勤　　労　　控　　除 13，520 12，160 15，260 13，730 勤　　労　　控　　除 一 　

合計〔住宅扶助特腿準）

　　　　　　　般基準．

（120，251）

104，451

（93，229）

　77，129

（136，464）

120，564

（103，140〉

　87，540

　　（住宅扶助特別基胸
合計
　　　　μ　一般ヂ1共準

（96，865）

　81，065

〔77，071〉

　60，971

（1王0，283）

　94，383

（85，124）

　69，524

老　人　　2　人　世　帯 老　人　単　身　阯　衛

72歳男（無職）・67歳女 70歳　男（無職）

昭和51年度（当初） 昭和52年度 昭和51年度（当初） 昭和52年度

1級地 4　級地 1級地 4級地 1級地 4　級地 1級地 4　級地

生　　活　　扶　　助
　　　　　（　　　　　第　1　類
　　　　　第　2　類
老　　齢　　加　　算

49，238円
34，430

14，808

8，500

35，944円
25，130

10，814

8，500

55，543円
38，840

16，703

9，700

40，568円
28，36G

12，2G8

9，700

生活♂1難　　　　　（

　　　　　第　2　類
老　　齢　　加　　算

31，511円
18，590

12，921

8，50D

23，006円

工3570
9，436

8，500

35，544円
20，970

14，574

9，700

25，973円
15，310

10，663

9，700

教　　育　　扶　　助 一 一 教　　育　　扶　　助 一 一 一

　　　　　　（特別基準）
住宅扶助＿般基準

（21，300〉

　5，5GO

（18，400）

　2，30G

（24，90G）

　9，000

（18，800）

　3，200

　　　　　（猫別基澤〉
住宅打、助　　　　　　　般フ！こ準

（21，300）

　5，500

（18，400〉

　2，300

（24，900）

　9，000

（18，800〉

　3，200

勤　　労　　控　　除 一 一 勤　　労　　控　　除 一 一 一 ｝

　　（住宅扶助特別基準〉
合計
　　　　μ　　・般基準

（79，038）

　63，238

（62，844）

　46，744

（90，143）

　74，243

（69，G68〉

　53，468

　　ビ住宅扶助特別J l
》
1獅

合計
　　　　　　般タ騨

（61，311〉

　45，511

（49，906）

　33，806

（70，1荏4）

　54，244

（54，473）

　38，873

（注）1，上記の記準額のほか、学校給食費、通学のための交遁費等の実費が支給され・社会保険半L労働組合費・

　　　通勤費等の実費が収入から控除されれ。　　る。
　　2，住宅扶助特別基準は、各級地の最高額てある。
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　のいたな　は件　と　考　きもわを
ま制な陵わ従なにそ定学慮とな述ち着学第
農度ど　ち前憶合のめ校すりいぺ義用校二

ら新用すこ　わしらず乾のれて嫉菟員で　こ等　よが始帯菟　あま扶　し
れ楼でり菟第るたれ標　均る強　　があ第乾学第？君にの　第免凡助こた
な　きき　四必各る準な衡の制先す制る三　校二必凡よ転通一　るとのも

　の’寸’の
単趣い法同学
1こ旨わカ§じ童
校でば合規服
章はセ肖わ格と
のな粍なのは
はい等く制規
いのにな服格
つでよつだが
た言忍るてが異
ボめ更着’る

致点てにるわ実た務しのと
すにいよ必け態よ教てき直
れつるつ要低にう育いま接
ばい例てが所あに中るり脈
何て等はあ得るその実に絡
ら喚も制る世この制態よを
名　多服も帯と着服につ有
称こくと　のも用に　てすにこみはの児考につあ児る
こにう呼で童えついる童要
だ示けばあとらいてこ全件

のは要らり居常は
き’性れ私に考’
ま転がる立よえ転
り学生がかりら学
に先じ、ら1云れL｝二
よのたい公学る必
つ学もず立すの要
て校のれへるはな
定でにに転場児も
め’限せ学合童の
ら制ら屯すζので
響馨車議保學あ
い校。学合護るる
る則　に等開世こ

とし被の
とて服て
もの費あ
に基のる
次本適。
の的用
、1慧精に
に神あ
留（た
意次つ
す第て
る6は必）’
要を一
がふ時
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て　　　　　　　⑥　　の年なし転でうま競ケ調　意つあず期慮に　とタ
お従（の○度と単　支常50進わ支学　趣で合1でおすてろし間すつなしン

難題1購妾雛織嚇撒lll嚢鞭熱1議
必失　⑰上0のる状額患かに時し生四認態あて小学あ局が制見あ的にれえ
要禁
と状
す態
るに
場あ
合る
・は患
’者
新に
生つ
児い

）げ’紙等態
　た○おのに
　こ○むたあ
　とOつめる
　　田代紙、慰
　（かのお者
　黛ら支むで
　第一給つあ
　6五基をつ
　の’準必て
　20限要’

者らつ被かじ年めかるは学童免とつ服込るなあな程
のもい服した進らら0’校服
紙認てが’場級れ児転四で関
おめ峡支こ合時た童学年制係
むら　給ので被もの時進服の
　れ課さ逆も服の健被級を他つな長れの支ので全服時定樋

耀鍵驚膿蝶甥　　間の　て後るをあといの
　　4四す差’の願くのる整

もてのま。
十被着れた用つ
分服用るととて
連費を等えな峡
絡の強のばら
を認制場　ヤなそ
と定し合転いの
るになは学よ必
等あい’後う要
留たで必短配性

運たい度
Pで

足
り
る

も
o）

は

原
則

　う箕すお文胞　分性むは特カミ　こ一のつと○紙く使し状がのはめ単おの
な瓦　るむ　にまなをつげ別　次とQいあし円おの用た況へい紙布身い場
凝判利の？こ紙共調保のし基い咲は　ずるた以む費枚と等　ずおお者て合
　断用が　うお　査持使い準う　い○れいも内つ用数こにこれむむで認と
支すの妥おしむ単検す用常のま紙う○かはのののを等灸つれか？つあめ同
給る便当むたつ身討る状時設でおま○で貸で蒸場必か　義らが　のるら様
額必宜でつ調の者がた況失定もむで円十おあ準合要ら特　単認貸洗等れ一

鰐融需騰魏欝離融鵠幹筋鯖舗努鶴鐸編Q
定あ合か濯うをるでもつ態り被適いの応又し枠にるむお現者れつにのりQ
にる的
あ。なさの’

奪疑難齢て　 を　れむのつ　　　は、は　行　をつでて
　　っ経適’は機
他　た済用貸な械

、代え認かあ、いに、服用
　　めらる福てあと費に

0祉はるくのつ
事’患に支い
務そ者個給て
所のの人自で
の妥紙差体あ
十当おががる

。彗書ではたと匹艮こつむ場等て、手手、○
準きおがし駿と等っののいおががそ○
額るむつて　かにに意おたむ回十の円
を場つて認一喰比つ見む。つら分中の
適合の　め兵　ぺい等つしのなでで範
用に洗布る　今よてをのか洗いなも囲
すは羅おこ○回りは拝使し濯場い特内
る、代むと○、多、聴用な代合たにに

り方たた需つ的　行の者　　2　　⑥　　　　　⑥　　　　14）　　を最の
方式るも要い最なつ動の被（の準給　の引人平服 （OO新　被考低一・にに生のがて低哉た向処服蟹⑥に棊災（ウ）上当常（保局○○規布　服慮生時

韓雛轟韓業魏灘）撃蔓繍鰐鷺薄
の々基　場外の扶あ慮実一
検改準一合の範助るし’時
、討善が方に事囲に
カ＝さ　、、対由】勾つ
要れい経応にでい
請るわ常すよ賄て
さ中ゆ的ぺりうは
れ・でる最≦臨べ、
て　格低設時き本
いそ差生け多費来
蒐の縮活ら額樋経
　あ小費れのに吊

’て最扶
恭近助
準にに
腿おつ
度けい
額るて
の関’
改連被
定物保
を価護

㈲引いお
）上てけ
　げ’る
　た災布
　こ害団
　と救類
　。助’
　（法被
　局に服
　第よ類
　6るの
　の基支

と五給）時2・再一支金こ賄適
・○棊がにのそ生三給額とい用
（○準なお⑥れの’棊　改は得の暴円隈いいのぞへ○準定いる場
夘を度者てアれ　O限　　う程合6六額又現の引00度　　ま度と
の’にはにの上○円額
2五つ新着）げ○をに
の○い生用　た円一つ
⑥Oて児す　こを五い
の円’等る　と九’て
アに一の被　 。、○’

でと同
もの様
なか
いね経
oあ常　い的

しす長て事　でた旨　　　　　　　　　171
てる期を情なきにで家（こいをら事引て
い場に失Lおる都基具解とて得れ情上　家
な合わつと’こ道準什説・特てるにげ西具
いでたたはこと刑隈器）（別場よる什
場ある場’こと県度費
合つ入合例でし知額に
なて院やえいた事のつ
ど　、後、iまう　Q「製改レ、

が全退単災r　り定て
考く院身害真　でをも
え家し者にに　特行被
ら具てであや　別つ服
れ什新あ、，、む　基た費
る器たつ駅を　 準ほと
がをにて財得　がか同
、所自粗のな　設、じ
要持活当全い　定新趣

局基二合りとO器
第準OにことO肇彰
6が、はのも○の
の設○’額に円支
2定○都に’を給
ので○道よ真一蕃
⑥き円府りに二準
）るの県がや’限
　こ範知たむ○度
　と囲事ヤ、を○額
　と内のと得Oに
　しに承認な円つ
　たお認めいにい

窟
費
の
金
額
改
定

　なにしおを　の助設いのた
家い十たい優本幅塾定わ期し
目　。分情た先年は準しば聞か
六　 留勢がし度拡のて平をに猛　 意を’ては大改い均通経

のふそ基当さ曹る月じ常
うまの準画れにわ額て的
え柔適限必てよけ的の最
運　用度要きつでなや低
用次に額とててあ意り生
さ宮あ等さい生聚味く活
れ通たのれる活　でり費
な達っ改ると費年のをは
け第て菩物いの々基考、
れ6はに資えやの準慮あ
ばの’重のより生としる
な精こ点確屠く活し荏程
ら神うを保　　り扶て　度
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別表1　　出産扶助費限度額算定例 対購　o）行　　　　　㈲　　　　18）　　取他たのは
処入ま改つ災（（通要　たを八つ　　教　りかと程’

篶藷轄騨蓋き影謡燐薦離雀葉
のる転っ就学
でが車た学用
　’通も奨品
学近学の励費
校年にで補再
のの伴あ助支
指交うるに給
導通へ
に禍ル
よのメ
り不ツ
危安ト
険にの

基準覇護の種類別讃護関係加算点数

脳「石
護の

民澱件 1 蔓I』厭 I 衛 激ほ 1あた
ll

下百　拙

“、鯉／

巖7轄 竣 概 護襯 齪児儒融瞬 計

特2類 1＝25 1SS点 188FI、 376，rIし

特1類 1＝3
143 M3 256

1類 1；4
87 87

17屡

2類 1＝5
53 53 106

3類 1＝5
31 20 51

未承認 1一 一
20 20

P準はじ’
て文
基部
準省
額が

の費場通（五に小の
12の合学局○、学学）　支　に　に　第　○　中　オ交　用

　給つ伴6円学の品
　対いつのに校六費
　象てて3、の、の
　と’へのそ一五再
　しそル9惣ミ○支
　　のメ　て　○給　を購ツ　れO円棊
　」入ト　引○を準
　と費を　．ヒ〇六額
　　を必　げ円’に

1ゴ1）I L 酬「トの削Lけ

助

の
改
善

要助災で活
が物駐あに
あ資帯る1自：
る等でか接
　十あが必
　分れ重要
　調ば要な
　査消で家
　検失あ具
　討のる什
　の程の器
　う度でが
　え”ど

支1たり療療　　　　 1切　　　 （瑚　　実0）あ防
障する大で給分（別ミでr衷咲額O　　出鰻星う止
のる本きあ付ぺ解表　き衛第　五円分 産に重〕の
簾騰1鉱鞭§鮪髄誕葬誘鐘1婁
ヤ、でお生、と料・
よきヤ、じそは等
うなててのなの
所い　 い額ら費
要がそるもず用
額、のo地、に
を現す最域全つ
確実ぺ低’くい
保のて生施のて
す出を活設自は
る産力保に由’
方にバ障よ診医

3円つ費’れ○’助のとへらル
）にいを局引OO料特がルにメ
　引て必第、ヒ円○等　別必メ当ツ
　上’要6げを○の基娑ツ然ト
　げ一とのた六円舞準でトなを
　な］す6こへ咲準　等あをが黛
　〕＿るのと　　額　　る使らぶ
　菟○場19。O同塑　　D月ヨ自る

＿o離響○籍　 ≒鞍
　告円麹〔2）示○基○　　　い通性
　示を算）別円準○　　　る学が

示取制にの二貸　　　　　　圖　　（六乙三総病　要け舎と磯上生しに向
し扱塵お取号付災（し金護の　　収型○表異額院なのるのな　げ材ておで
たい要い扱）逆轡解なと資貸災入衣円診　はに陵改分特つお傷料酉い年
もが廻ていにに弔説」し金付害の参療七一八菩ぺ別鷹お　費要て々
の認に明に基関慰）とてはけ弔　　照及所二一日こをん基　むそにのもそ
でめ基示つづす金
あらづしいくるの
るれくてて災法支
　る災い咲害律給
　も害た　援（及
　の援世従護昭び
　で護帯来資和災
　あ資更か金四害
　る金生らの八援
　こと賢課収年護
　と同金長入法資
　を様貸問認律金
　明な伺答定八の

。取’に慰
（り自関金
課扱立すの
第う更る支
6こ生法給のとを律及
11が目にび
）で的基災
　きとづ害
　るすく援
　こる災護
　と貸害資
　と付援金

⑳）びの○へ間れ行介準まねのつ引介の定　 九場円　入にっ助にた一結いきぺ改
六合と七院よた料つ出般果て上ん善
’はな二しり
七’り○た’
六そ’円場特
○れ基’合二
円ぞ準特の類
とれ看男U出看
な八護基産護
つ一で準扶の
た’なで助甲
　七い一の表

0のい産基’もげ介を
実て予準国三を助図
態は定で公’行料つ
を　、1ヨ文寸立○う等て
も民の応病○とのき
考間急で院○と実た
慮施変きに円も態q
し禄等るつににミに本
てにの水い引　対年
所お場準てき衛応度

要るい認　この貸　喰け帯護あら農ににて程適　盈還金趣
がこてめまと事イ寸な　 ら更資りみ　見つ貸度用こイ丁金を旨つ
あと映る夷で前け陵今れ生金’て所合い付にされつに収にま
ると　場　あのを　回な資のさも得つてけ応れはてっ入即り
こな特合償る承受このい金貸ら福制たもらじた’差いとし’
とつにに還
Dて据お金
　い置いに
　る期てつ
　の間もい
　での 、て

　十特被収
　分例保入
　留が護か
　意認世ら
　すめ帯控
　るらに除
　必れつを

ゆ認けの改この付に祉限も世れて地当してし使畿
をる取正と災けは的’の帯るそ域該つもて用該
必こ扱をと害を’性据と更ものに貸か収認し貸
要とい行な援受こ格置な生の世お付え入定て付
とにがつつ護けのを期つ資で帯い金なかせい金
すつ認たて資ら法有間て金あのてはいらずるを
るいめもい金れ律し’いのり自”も控’場現
こてらのゑのるにて償る饗’立災塗の除ま合実
と　れで」貸場よい還γ害貸を害害ですたにに
は実るあと付合るる期㌧｝援付目を救ある、限貸
当施の躰唄捲も屡屯護限的受助蒐取そり付
然機映　どは　害の等　資度とけ法　扱の貸け
の関　　か受世援でかま金額したが　い償付の
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患患みにに傾扶　上め劃イ　　　要い会つ
者者る及あ向助ちでそ　ト医　医はて議い昭
が五へん久で及なもの費倭療療次指及て和
医十　で　推びみ極適用　扶扶の爪び達五
鱈齪鰹警憎要酵助離笛本主
助八患9五て扶医重運もに生　運　りた生年年
人干者こ十い助療要営保し活営でと活三度
員人十れ年る人扶なの護て保
のと九を度中員助も確費全護
約な万入現でが受の保総被制
二つ七陵在’長給とは額保度
五て干　約逐期人な本の護に
％おム入七年肖㌻貝つ制約入占

齢入難劉ゴ緑麟魏
酸入院別万傾減生蒐体を約ウ
　院外に人向少活　の占六工

の
基
本
方
針

あこ保月の
るろ護の医
　で関全療
　あ係国扶
　る係民助
　が長生運
　’会主営
　そ議管方
　のに課向
　概お長に

医療扶助の

運営方向

別表2
入院、入院外別医療扶助人員の年次推稚

数

匝
駐μ

42甜

43〃

44μ

45伊

46〃

47μ

、娼μ

49厚

50μ

40年度

41〃

42厚

農3ツ

4嵯ρ

45〃

昌6κ

47－r

48－r

49一一

50r

　轍度

　41r
｛1｝142μ

　43〃
成44r一

　‘5μ

比46μ

　47〃
■48〃％

）491r

　50〃

入　　　院

148，921

16D，709

169，924

178，34D

185，572

191，103

1981547

206，546

198黛980

195，077

196，932

100．0

107，9

1M．1

119．8

124．6

123．3

1333

138，7

133，6

工31，0

1322

loo，0

1000

100、O

lOO、0

100．D

100．O

IOO．0

100．0

100，0

100，0

100，0

精神

64，517

73，260

80，052

86，513

92，180

95，459

99，542

105，325

107，031

108，724

111，951

100，0

113，6

124．工

134．1

週2．9

14S，0

15‘3

163，3

165，9

168，5

173，5

433

45．6

47．1

48．5

49．7

50．D

50．1

51．0

53．8

55，7

56，8

結核

16，876

15，005

13．1呂9

12，099

10，740

9，90D

9，0錫

S，680

7，600

5，955

6，532

1000

88、9

78、2

71，7

63，6

5S，7

536

5工，4

些5，0

41，2

3呂，7

U，3

9、3

7．8

58

5．8

5．2

4，6

4．2

3．8

3，6

3、3

その他

67，523

72，444

76，68嘆

79，729

82，651

85｝744

89．956

92、542

84，350

79，397

73，439

1000

10ア，3

113，6

118、1

ヱ22、4

127．0

1332

工37．0

124、9

1工7、6

116，2

453

45，1

45i

447

44．5

44．9

45，3

44，8

42．凄

40．7

39、8

づるり歯　　　の次つ　な％者ま
くr’科近て一とのて昭傾をがた
勧生昭医午　　す慮犠和向占十入
告活和療　　歯るに　五をめ一院

入　院　外

資‡1’r ノ’

計

457，365

497，429

513，058

5玉9，46s

517，263

510，680

524，254

556，245

56‘，269

560，494

58S，153

100．0

106、4

109，8

工11，1

工1σ．7

109，3

1128

119，0

120，7

119，9

125，8

loo．D

100．0

10D．0

100．O

IOO．O

IOO．0

100．0

100．0

100，0

100，0

100，0

寧11歪神

7，265

8，356

9，250

10，215

11，044

12，168

13，291

15，巳51

16，334

17，鋤

19，275

lODO

115．0

12ア，3

140，6

工52，σ

167．5

182，9

211，3

224．8

238，3

265，3

1，6

1，7

1、s

2、0

2、1

2，4

2．5

2、s

2．且

3．1

3、3

結核

31，656

30，439

28．呂50

26，720

25，262

23，500

22，193

21，560

2D，575

19，259

1S，792

100．0

96，2

9工．工

84．4

79．8

74．2

701

58，4

65，0
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工000
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科U留適十有る万患
医　意正二しな二者
療　㌧な年てど干を
機　　実度い医入病

畢騨霞耀噸
の　の確療（険入に指　徹保扶別と院み
定　 底す助表は患る
促　をるの袈違者と
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別表1　　被保護人員、医療扶助人員の年次推移

実 数

∫1活保 蔓 医 療　　扶 助　　人 員

実人貝A 総数B 対漁度噌▲繍 入院C 入院外D

40∫E度 1，598，321 615”23呂 26F15垂 148，921 467β65

41　F 1，570，054 658，138 41，852
1601709

497｝429
42　r7 1，520，733 682pg82

24，8覗 169”924 513，05S

尋3解 1，449，970 697，808 14，826 178β鱒 519，468
44　κ 1，39巳，725 702，808 5”ooo 工85”572 517，236

45κ 1，344，306 701，783 ▲1，025 工91，103 510，680
屡6　κ 1β25，218 722，801 21，018 198，5φ7 524，254
暗7　－F 1β48，958 758，903 36，102 205，640 5531263

4s　〃 1β蝿549 763，2毒9 4β46 198，980 564”269

重9〃 1，312，339 755，572 ▲7，677 工95ゆ77 56049手
5D　7F 1，349，23D ア55，0S毒 29，512

1967932
588，153

917

92，2

926

92、9

93，0

93，0

93．2

93，3

93．5

93，5

93，5

医療扶助率、入院率の年次推移

指 数
医療扶

生活保謎 医芝 扶助 人買 助率
入院串

実人旦A7 総数B「 入院c’ 入院外D
BγA「 CソB「

40f1度 100．0 100．0 工OO．O 1000 3呂5％ 242％
41κ 98．2

1068 107．9 106．4 41．9 24些

42　疋 95．1 110．8 114．工 1098 449 249

43　一 90．7
1132 Il98 1111 48置 255

44　μ S7．5 114．0 124．6 1107
50．2

264

45μ 84．1 113．9 128．3 109．3
522 272

‘6　戸 82．9 117．3 133．3 1122 5屡5 275

47　一 8重．些 123．1 138．1 1184
56．3

271

4s　一 S42 123．8 133．6 工20．7 56．7 26．1

49　F 80．8 工22．6 131．O 119．9 57．6
258

5D　r 84．4 127．4 132．2 125．8
582 251
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別震3　歯科医療機関の指定率の推移
f4・r科［匠療

機闘総数
生活保硬
指定 指定率

40苧1・ 28，602 20，395 71．3％
41

28，893 20，569 71．2
42

29，153 20，712 71．043
29，489 2D，781 70．5

4尋 29，649 20，330 70．3
45

29，911 20，83D 69．646
30，317 20，754 68．5

47
30，504 20，633 67．6

48でト6月 32，029 18，860 58．9
5四6月 33，097 18，497 55．9
51年6月 33，949 18，684 55．0

⑪　40年から47∫1 まては医療施，没調査〔12月

　末現イ　l、基金■1’報（3月末現在〉により、

　48∫1∫リ 寄はf鴇1護， 爬の調査によったD

てr和　とのの一り府干年率の　し傘にの会い
、生五なo受趣層組県で以で歯保た下お協にて
指活十義（診旨関ん（は降は科護とのい力対も
定保一　別機の係で指あ減減の課こ都て依kこ
を護年日表会徹団い定る少少指がろ道も頼　の
受医六本3の底体る都が傾し定行で府こを社勧
け療月歯）確をにこ市増向て医つあ暴の行会告
得改以科
な善来医
い調’師
事査頻会
由部科に
等会医お
のL師い
調　会て査を内も
を設部’
行けに昭

保図対と）加にい療た蒐歯趣つ局に
にるしがににある機1昭　ネ斗旨た長基
努と’理お転つも関和
めと指解いじたの数五
るも定でてて医璽を十
もに医きもお療　み一
の、療る積り機昭る年
と被機が極’関和と六
す保関’的各数四’月る　言蔓　目麺　3巨　に　者1～　カご　一ト9季旨　王見

こ者度に取道若六定在

医をが名づ
師理’を柔
会解日も
長し本つ田
に’歯て本
通会科指歯
知長賑定科
を　名　削i　イ足　「悪

出で会進師

別表4　　精神病入院患者（生活保謹、精神衛生法拙置入院忠者）の推移

糀宇Ilrゴ醐、数 ∫1酒保護1 榊ヲ1勺入院患名 窄
I
』
術
4 甘一法雁［ll入院患名

A
実数B 増▲減 櫛蹴ヒBIA 実数C 増ム，一駕

梼成比CIA

40年度 16珪，D27 64，577 39．3％ 65，372 399％41　’ ls］，758 732δ0 8，743 40．3 δ7，933 2，551 37．4
42　泥 201，8D8 80，052 6，792 39．7 72，241 4β08 35．8
43∴ 217，144 86，513 6，461 398

7先865 2，624 34．5
44　〃 232，324 92，180 5，667 397 76，363 1，498 32．9
45〃 2姐，022 95，459 3，279 39．4 76，532 159 316
46’ 250，478 99，542 4コ083 39．7 76，492 △　　40

305
47　疋 256，449 1Q5，325 5ン783 41．1 75，203 △1野289 29．3
48　〃 265，904 107，031 三，70δ 40．3 71，7θ2 ▲3，441 27．o
49　〃 271，720 108，724 1，693 40．o 66，957 ▲4，795 24．6
50　r 275，468 111，961 3，237 40．6 63，838 ▲3，079 23．2

資月斗　看1＝量宇I【病床数（A）は病院報告、生濡保 漫〔B）及び＊E坤1！衛生法

　〔C）による入n完患者数は厚生省報ilrfタ』による。
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別表5　　主な病類別、受給期問の政管健保との比較
二1　　　活 政　　　　　　健　　　保

数
5ケ昼1 5プFI

　l　

1τ

［
3
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数 6ヶ月
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5与∫
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医療扶助運営

要領の改皿

　とん交楼療な取疑との　発て
となを付　機い扱　 司申現行の医
こつ提を再関場い医時請行方課療
ろて出受度で合と療にをの法長扶
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剤定務ん券る剤給被のて知要
の薬所のの。券付保発間に領
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・のは指二年　　il
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及近市月生府

籔癖駄1　生活保護
度る厚社指定
の保生監導都
鰭饗舞ll　指導監査方鋭
果喚局号方う

雛llii

のをれ（程定所　　　　介ヵミ択下犠　で査柔監
も分定係に実がこ　一す　収）　各あ実　管
と担め長お施保こ9　　るこ　行示都る施適理
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　　Pで　二一面る福動定機前等とこ係よめこ
の　のあ第ははかに祉がさ能提運とと相うにと

驚籍諜灘甦謙袴鷲讐融齢
寺　をつ実計方切り所れこたで理で職の的裏う
　　㌍ぎ際画針な三のなれめあ体指員愈に務。
対　んにののの指つ組けをにる制揮の掌編所
応　覧こ組進策導の織れ目楼力1が系職事成組
すの織行定を主的ぱ標整統務務さ織る　　主的管に行眼活なに業当備が内のれが
運　　眼運埋っう事動ら全務該さは容配て能
営　　事営にいこ項のな職運維れつが分い率
方　　項状つてとを状い員営織てさ明がるを
針　　に況いでと定況。のの体いり確適こ発

　要の所　し作たら務す　れしっとでなて
運がとのそて文めに所運すててて’あ内い運
営あな行こし上に思の営ない適たそる容る営の
方覧つ政でまの重い方方わ胤切てれoを客方策針　 て運立つ計点付針針ち　をらがとも観針定
を　い営てて画のくとや’　欠れ抽こ筆的峡状
　　るのらいと置まし監都　 くて象ろ」事　況
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的　うの箏0遊ずした祉初　摘針にみも体面
背　必も務　離’たず喜示　さとよるの的し
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でさケで資祉とて％いじるのはりてば
、れ1な格主こいにと、Pケ現、いい最。
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社会福祉に係る
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〔資糊昭和51年度 都道府県・指定都市が実施した社会福祉施設監査の指摘事項

年　　　　　　　　度 51年度（44県市、中間集計）

監　　甕　　施　　設

総　　　数 保護施設
身体障害者更生
援護施設

老人福祉施設

1，022ヵ所 157ヵ所 170ヵ所 695ヵ所

指　　摘　　事　　項 指摘数 指摘率 指摘数 指摘率 指摘数 指摘率 指摘数 指摘率

運
　
営
　
管
　
理
　
関
　
係

1　管理規程が不備
68

6．7
19

12．1 7 4．1
42 6．0

2　就業規則が来作成又は未届
50

4．9 4 2．5 6 3．5
40

5．8

3　就業規則が不備
21

2．1 5 3．2 2 1．2
14

2．0

4　給与規程が未作成又は不備
110

10．8 工6 10．2
13

7．6
81

11．7

5　経理規程が不備
24 2．3 3 1．9 2 1．2

19 2．7

6　施設長か他と兼務 9 o．9 2 1．3 1 o．6 6 0．9

7　職貝の定数が未充足
174

17．0
19

12．1
13

7．6
142

20．4

8　避錐訓練消防設備不｛・分
196

19．2
33

21．0
31

18．2
132

19．0

9　そ　　の　　他
33

3．2 9 15．7 4 2．4
20

2．9

監
肛
翼
系

糸
　
f
　
　
『
　
イ

■　　　　費門区分が不明確及び費目10流用7）・不適」E．
68

6．7
10

6．4 6 3．5
52 7．5

11経理責任が不明磁i 7 0．7 2 1．3 1 0．6 4 0．6

12関係1諸帳票等の整備不十分
108

10．6
15

9．6
15

8．8
78

11．2

13　そ　　の　　他
152

14．9
29

18．5
22

12．9
101

14．5

職
員
処
遇
関
係

M　鵜与水準、職員間のアンバラ 一 『 一 一 一 ㎜ 一

15労働芽，1≦準法36条41条等未届 86 8．4
12

7．6
14

8．2
60 8．6

16勤務休制の賂備不卜分
52

5．1
12

7．6 2 1．2
38 5．5

17　そ　　の　　他
35

3．4 6 3．8 7 4．1
22 3．2

入
　
所
　
者
　
処
　
遇
　
関
　
係

18栄養指導員の指導なし
30

2．9 一　一

一
2 1．2

28 4．0

19　給食関係職員の検便不卜分
33 3．2 1 0．6 8 4．7

24 3．5

　　し好調査等が笑施されてい20
　　ない

14
1．4 1 0．6 1 0．6

12 1．7

21入所者の健診が不十分
49

4．8 7 4．5 4 2．4
38

5．5

22入所者預り金の管理不適当
14 1．4 2 1．3 4 2．4 8 1．2

　　作業収入等の還元方法が不23
　　適当

6 0．6 3 1．9 3 1．8
㎝ 一

24遺留金品の取扱が不適当
24

2．3 1 0．6
一 一

23 3．3

25職員会議の開催不十分
15

1．5 1 0．6 1 0．6
13 1．9

　　処遇方針、皐業計画等の策26
　　定不十分

87
8．5

12
7．6 7 4．1

68 9．8

　　生きがい対策の実施が不
1・27

　　分
51 5．0 8 5；1 5 2．9

38
5．5

28　入浴回数が少ない
14 1．4 一 一

1 0．6
13 1．9

29　入所者処遇記録不十分
116

11．4
21

13．4
17

10．0
78

11．2

30　そ　　の　　他
25 2．4 4 2．5 6 3．5

15 2．2
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鵜盤活保護法の解釈と運爾黙講顎．
　　　　　　　厚生省社会局保護課長・小山進次郎著
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